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創造表現コース１5期生

創造表現コース１6期生

　基町高校創造表現コースに在学中、“原爆の絵”
の制作に携わった事は、私にとって人生の転機で
あったと感じています。
　他者のバックグラウンドを知り、その記憶や感
情を自分が筆となりキャンバスに残すという表現
は、それまでの自身の表現には無いもので、大き
な刺激になりました。
　また、“原爆の絵”を通じて、様々な年代、様々
な国の方々と交流したことが、それまでなんとな
く分かっているつもりであった自身のバックグラ
ウンドや、正しいと思っていた価値観を再考する

きっかけになりました。
　大学に入学し、自身の表現を見つめていく中で、
私はもっと様々な視点から物事を捉えられるよう
になりたいと考えるようになり、現在“人種のモ
ザイク”と呼ばれるカナダ、トロント�に語学留
学をしています。
　様々なバックグラウンドを持つ人々が共生する
この場所で、多様な価値観に触れることが、今ま
での先入観や価値観に捉われない自身の表現を見
出すことに繋がると考えています。

　幼い頃から絵を描くことが好きなのと同時に
「本の虫」だった私は、読書によって学んだこと
をベースに作品を作るという制作スタイルをとっ
てきました。現在、大学では日本刀について研究
をしていますが、刀剣類に関心を持ったのも、中
学生の頃に古典の『平家物語』をテーマに絵を描
くために、武具を調べていたことがきっかけでし
た。学ぶことも絵を描くことも、「私」という人
物を構成するとても大切な要素です。大学へ進学
する際、私は、学びと制作、どちらか片方しかし

ないという選択はしませんでした。私は、美術史
の研究も絵の制作もどちらも好きなのだから、ど
ちらの道も突き詰めたいと思っています。大切な
こと、愛してやまないことを道半ばでやめてして
しまうことほど、悔しいことはないのではないで
しょうか。大切な何かを、自分が「もう、十分だ。」
と思えるまで追求して味わい尽くす、そうすれば、
人生は最高に充実したものになるはずだと私は考
えています。

宇都宮　未来

小川　美波

多様な価値観から自身の表現を見つめ直す

「好き」を妥協したくないから

［２0１5年度卒業／67回生］

［２0１6年度卒業／68回生］

金沢美術工芸大学
美術工芸学部�工芸科�陶磁専攻在籍

筑波大学
芸術専門学群在籍

１997年　�広島県出身
２0１6年　�金沢美術工芸大学入学
２0１9年　�カナダ、トロント�へ語学留学

大学での制作に加え、金沢市内の劇団に
参加し、舞台美術制作、空間芸術制作を
行なっている。

１998年　�広島県福山市出身
２0１7年　筑波大学芸術専門学群入学

大学で日本美術史の研究をするかたわ
ら、インターネットでの活動を中心に
キャラクターデザイン、イラストレー
ションなどの制作を行っている。

象嵌技法を施しているところ。
土の質感を大切にすることを心がけている。

美術に限らず、歴史学、文学、考古学などあらゆ
る学問の文献を読み、多角的に美術史を研究します。

《Les�filles�de�Bonbon》
２0１9年 7 月、AAA�Gallery主催「お砂糖の魔法�〜おんなのこの秘密〜展」に出展。

［生命の樹］自身の解釈から生命の樹を
表現した。（900×900㎝　陶土）

エドワード・ゴーリー原作「不幸な子供」
をもとに制作。舞台美術担当。


